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第
四
十
八
条
第
二
項
中
「
第
二
章
若
し
く
は
第
三
章
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
経
営
強
化
計
画
の
履
行
状
況
又

は
第
四
章
の
二
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
協
同
組
織
金
融
機
能
強
化
方
針
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
実
施
状
況
」
を

「
次
に
掲
げ
る
事
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
又
は
第
四
章
の
三
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
経
営
強
化
計
画
の
履
行
状
況
に
関

す
る
こ
と
。

二

第
四
章
又
は
第
四
章
の
三
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
経
営
強
化
指
導
計
画
の
履
行
状
況
に
関
す
る
こ
と
。

三

第
四
章
の
二
又
は
第
四
章
の
三
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
協
同
組
織
金
融
機
能
強
化
方
針
に
記
載
さ
れ
た

事
項
の
実
施
状
況
に
関
す
る
こ
と
。

四

第
四
章
の
四
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
組
織
再
編
成
等
実
施
計
画
若
し
く
は
基
盤
的
金
融
サ
ー
ビ
ス
経
営

基
盤
強
化
実
施
計
画
又
は
共
同
化
措
置
実
施
計
画
の
履
行
状
況
に
関
す
る
こ
と
。

第
五
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
金
融
機
関
等
」
の
下
に
「
並
び
に
同
条
第
七
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る

者
と
共
同
し
て
第
三
十
四
条
の
十
六
第
二
項
の
申
請
を
す
る
特
定
法
人
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中「
金
融
機
関
等
」

の
下
に
「
並
び
に
同
条
第
七
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
と
共
同
し
て
第
三
十
四
条
の
十
六
第
二
項
の
申
請
を
す
る
特
定

法
人
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
金
融
機
関
等
」
の
下
に
「
並
び
に
同
条
第
七
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に

掲
げ
る
者
と
共
同
し
て
第
三
十
四
条
の
十
六
第
二
項
の
申
請
を
す
る
特
定
法
人
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
金
融

機
関
等
」
の
下
に
「
並
び
に
同
条
第
七
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
と
共
同
し
て
第
三
十
四
条
の
十
六
第
二
項
の
申
請
を

す
る
特
定
法
人
」
を
加
え
る
。

第
五
十
八
条
中
「
第
三
十
四
条
の
十
五
第
四
項
（
同
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
四
条
の
九
の
十
一
第
四
項
、
第
三

十
四
条
の
二
十
第
五
項
（
同
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第

二
十
条
第
一
項
（
」
の
下
に
「
第
二
十
二
条
第
四
項
（
第
二
十
三
条
第
五
項
（
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
第
二
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、」を
加
え
、「（
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同

項
第
四
号
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
（
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
（
第
二
十
二
条
第
四
項
（
第
二
十
三
条
第
五
項

（
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
第
二
十
四
条

第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、」に
改
め
、「（
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
三
条
第
五
項
及
び
第
三
十
四
条
第
七
項
」
を
「
第
三

十
三
条
第
八
項
（
第
三
十
四
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
十
四
条
第
十
項
」
に
改
め
、

同
項
第
六
号
中
「
第
三
十
二
条
（
第
三
十
三
条
第
五
項
及
び
第
三
十
四
条
第
七
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
二
項
（
第

三
十
三
条
第
八
項
（
第
三
十
四
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
十
四
条
第
十
項
」に
改
め
、

同
項
第
八
号
中
「
第
三
十
四
条
の
九
」
を
「
第
三
十
四
条
の
九
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
を
同
項
第
十
一
号

と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
の
規
定
」
を「（
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第

三
十
四
条
の
十
八
の
規
定
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

第
三
十
四
条
の
九
の
九
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
若

し
く
は
資
料
の
提
出
を
し
た
と
き
。

第
六
十
条
中「（
第
二
号
に
あ
っ
て
は
、
第
三
十
四
条
の
二
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
含
む
。）」
を

削
り
、「
又
は
理
事
」
を
「
、
理
事
又
は
清
算
人
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
若
し
く
は
」
を「（
第
十
三
条
第
四
項

（
第
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
、
第
十
七
条
第

八
項
、
第
十
九
条
第
五
項
（
第
二
十
三
条
第
五
項
（
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
第
二
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
第
二
十
三
条
第
五
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、」に
改
め
、「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

第
十
一
条
第
一
項
（
第
十
三
条
第
四
項
（
第
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に

第
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
一
条
第
一
項
（
第
二
十
二

条
第
四
項
（
第
二
十
三
条
第
五
項
（
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
第
二
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二

十
三
条
第
五
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十

二
条
第
一
項
（
第
三
十
三
条
第
八
項
（
第
三
十
四
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
十

四
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
三
十
四
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反

し
た
と
き
。

第
六
十
条
第
三
号
中
「
、
第
十
四
条
第
十
項
」
を
「
若
し
く
は
第
十
項
」
に
改
め
、「
第
十
九
条
第
五
項
」
の
下
に

「（
第
二
十
三
条
第
五
項
（
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。）並
び
に
第
二
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、「（
第
二
十
四

条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
り
、「
第
二
十
四
条
第
九
項
」
を
「
第
九
項
」
に
、「
か
ら
第

四
項
ま
で
」
を
「
、
第
三
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」
に
、「
第
三
十
四
条
第
七
項
」
を「
第
三
十
四
条
第
十
項
」

に
、「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
「
、
第
五
項
、
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同

条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
十
一
条
第
二
項
（
第
十
三
条
第
四
項
（
第
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に

第
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
一
条
第
二
項
（
第
二
十
二

条
第
四
項
（
第
二
十
三
条
第
五
項
（
第
二
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
第
二
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二

十
三
条
第
五
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十

二
条
第
二
項
（
第
三
十
三
条
第
八
項
（
第
三
十
四
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
十

四
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
四
条
の
九
第
二
項
、
第
三
十
四
条
の
九
の
九
第
四

項
、
第
三
十
四
条
の
十
二
（
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
三
十
四

条
の
十
八
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

第
六
十
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

第
十
三
条
第
一
項
（
第
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
四
条
第
一
項
（
同
条

第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
八
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
（
第
二
十
四
条
第
十
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
四
条
第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）若
し
く
は
第
七
項
又
は
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
な
い
で
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定

す
る
行
為
を
し
た
と
き
。

六

第
三
十
四
条
の
九
の
十
第
二
項
又
は
第
三
十
四
条
の
九
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
怠
り
、
又
は

不
正
の
報
告
を
し
た
と
き
。

附
則
第
八
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
を
削
り
、
附
則
第
三
十
条
を
附
則
第
八
条
と
す
る
。

（
金
融
機
関
等
の
組
織
再
編
成
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

金
融
機
関
等
の
組
織
再
編
成
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
一
号
ト
中
「
他
の
金
融
機
関
等
へ
の
」
を「
金
融
機
関
等
に
よ
る
他
の
金
融
機
関
等
の
」に
、「
移

転
又
は
発
行
」
を
「
取
得
」
に
、「
他
の
金
融
機
関
等
が
当
該
」
を
「
金
融
機
関
等
が
当
該
他
の
」
に
、「
及
び
」
を

「
、
ニ
及
び
」
に
改
め
、
同
号
チ
を
削
る
。

第
三
条
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
」
を
削
る
。

第
十
二
条
第
九
項
及
び
第
十
三
条
第
九
項
中
「
第
四
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

（
協
同
組
織
金
融
機
関
の
優
先
出
資
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

協
同
組
織
金
融
機
関
の
優
先
出
資
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
第
七
号
中
「
信
託
会
社
」の
下
に「（
第
四
十
四
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て「
信
託
会
社
」と
い
う
。）」

を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
以
下
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
三
項
第
二
号
を
除
き
、
以
下
」に
、「
同
項
の
書
面
を
」

を
「
前
項
の
書
面
を
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
、
資
本
金
の
額
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三

第
四
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
増
加
し
た
剰
余
金
の
額
を
も
っ
て
自
己
の
優
先
出
資
を
取
得
し
て
消
却

を
行
う
場
合

四

第
四
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
増
加
し
た
剰
余
金
の
額
を
も
っ
て
自
己
の
優
先
出
資
を
取
得
し
て
消
却

を
行
う
場
合

五

新
た
に
発
行
す
る
優
先
出
資
の
払
込
金
を
も
っ
て
自
己
の
優
先
出
資
を
取
得
し
て
消
却
を
行
う
場
合
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